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千
厩
町
小
梨
の
菅
原
幹
夫

さ
ん（
82
、
雅
号「
箕き

山ざ
ん

」）
は

書
道
家
と
刻
字
家
、
二
つ
の

顔
を
持
つ
。

　

刻
字
は
、
木
や
石
の
板
に

文
字
を
刻
む
こ
と
。
作
品

は
平
面
的
な
書
に
対
し
、

立
体
的
で
、
彩
色
や
つ
や

出
し
な
ど
も
施
さ
れ
て
鮮

や
か
だ
。

　

８
月
28
日
、
自
身
が
筆

を
と
り
刻
字
し
た
柱
掛
け

（
柱
に
掛
け
る
装
飾
品
）一

組
を
地
元
の
洞
雲
寺（
小
松

宏
順
住
職
）
に
寄
贈
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
柱
掛
け
は
寺
の
山

門
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
も
の

で
、
風
化
し
て
文
字
が
消
え

か
け
て
い
た
。
洞
雲
寺
の
小

松
住
職
は「
業
者
に
頼
ん
で

も
、
こ
こ
ま
で
の
も
の
に
は
な

か
な
か
な
ら
な
い
。
本
当
に

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
す
る
。

　

幹
夫
さ
ん
が
書
道
を
始
め

た
の
は
30
年
以
上
前
。
当
時

勤
め
て
い
た
小
梨
村
役
場
の

上
司
が
筆
を
走
ら
せ
る
姿
に

感
動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
。
早
速
、
大
東
町
摺
沢
の

「
古こ

鼎て
い

堂ど
う

」菊
池
翠す

え

洋よ
う

先
生
に

師
事
。
雅
号「
箕
山
」
を
授
か

り
、
併
せ
て
刻
字
も
習
っ
た
。

　

89
年
に
千
厩
町
役
場
を
退

職
し
て
か
ら
は
、
自
宅
に
書

道
教
室
を
開
設
。
書
を
通
じ

て
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に

貢
献
し
た
。
現
在
は
、農
業
を

営
む
傍
ら
、
作
品
づ
く
り
に

情
熱
を
注
ぐ
。

　

書
斎
に
は
こ
れ
ま
で
の
作

品
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。
木
板

を
ノ
ミ
で
刻
ん
で
い
く
姿
は

匠
の
技
。
だ
が
、
本
人
は「
趣

味
だ
か
ら
ね
。
ボ
ケ
防
止
に

ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
控
え
め
に

笑
う
。

　

作
品
は「
和
敬
」「
和
顔
愛

語
」
な
ど
、
穏
や
か
で
和
や

か
な
文
字
が
多
い
。
温
厚
で

親
し
み
や
す
い
、
幹
夫
さ
ん

の
柔
和
な
人
柄
が
に
じ
み
出

る
。

　
「
次
は
ど
ん
な
も
の
を
作

ろ
う
か
」

　

80
を
過
ぎ
て
も
な
お
、
創

作
意
欲
は
衰
え
な
い
。

1930 年千厩町小梨
生まれ。45 年小梨村
役場入庁。55 年の町
村合併で千厩町職員
に。建設課長、農林
課長を歴任。89 年に
退職。その後は、同町
選挙管理委員会委員
長を2 期務める。現
在は、書と刻字の作
品づくりに励む毎日

PROFILE
菅原幹夫

書道家・刻字家

菅原幹夫さん

書に込めた思いを
木に刻む二刀流作家

1_無心で木板を彫る菅原さん／2_書道家の命と

もいうべき筆。常に手入れが行き届いている／3_

これまでの作品が所狭しと並ぶ書斎／4_幹夫さ

んが洞雲寺へ寄贈した柱掛け一組。㊧は小松住

職／5_木板などに字を書く／6_のみで丁寧に文

字を刻んでいく／7_作品の一つ「和顔愛語」。幹夫

さんの人柄がにじみ出る、趣味の域を超えた逸品
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募しました。

　午前 11時、昔ながらの花嫁道

中を一目見ようと詰めかけた大

勢の人が見守る中、洋さんと白馬

に乗ったゆかりさんの一行は、一

関市博物館前を出発。「長持唄」

が流れる中、厳美公民館までの約

800 ㍍を練り歩きました。

　洋さんは「30 年間の思い出を

振り返りながら歩いた」と、ゆか

りさんは「両親のように、明るく

温かい家庭を築きたい」と話して

いました。

　「第８回むかさり行列」（同実行

委員会主催）は11月４日、市内厳

美地区で行われました。

　「むかさり」は一関地方伝統の

婚礼・嫁入り行事です。1950 か

ら60年代まで行われていました。

伝統の継承、地域活性化を目的に

2003 年から再現されているもの

です。8 回目の今年は、埼玉県川

口市の会社員佐藤洋さん（30）・

ゆかりさん（30）夫婦が花婿と花

嫁。厳美町出身の洋さんが「両親

と地元への恩返しがしたい」と応

２人の門出を祝う「むかさり行列」が華やかに行進

ホットな話題をラインナップ

◦　◦　◦◦　◦　◦
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は飼料米や放射能などの課題や問

題を抱えているが、地域の生産者

と手を取り合って、盛り上げていき

たい」と意欲を見せていました。

　受賞団体は次のとおりです。

▶担い手部門【個人】小岩盛悦・小

岩ミサオ（一関）、千葉大（藤沢）▶
担い手部門【団体】農事組合法人

おきた営農組合（大東）▶むらづく

り部門 南沢部落自治会（一関）▶
いきいき実践活動部門 骨寺村荘園

団地集落（一関）、協同組合産直セ

ンターひがしやま（東山）、18区中

村集落（平泉）

　「第７回一関地方農林業振興大

会」は11月16日、東山地域交流セン

ターで開かれ、市内と平泉町の生産

者など310人が出席しました。

　大会では、2012 年度農林業賞

表彰が行われ、担い手部門（個人・

団体、むらづくり部門、いきいき実

践活動部門の３部門で優れた業績

を上げた７組が表彰されました。

　続いて行われた受賞者活動報告

では、それぞれが実践してきた取

り組みを発表しました。このうち、

担い手部門（個人）の千葉大さん

（35）＝藤沢町黄海＝は「和牛肥育

生産者の意欲向上を目的に一関地方農林業振興大会開催

16.Nov 2012   

た演奏と軽快な動きで会場を沸かせてい

ました。コンサートの目玉は、園児を除く

５団体の出演者全員による合同演奏。会

場には大迫力のサウンドが響きわたり、

詰めかけた大勢の音楽ファンから盛んな

拍手が送られていました。

　同協会の千葉弘之会長（48）は「ここ

から将来、プロの演奏家が誕生するかも

しれないと思うと楽しくなります」と期待

を込めます。藤沢小マーチングバンドで

トランペットを担当した千葉梨
り の

乃さん（６

年）の母裕
ゆう

子
こ

さん（36）は「子供たちの演

奏に心が癒やされました、ますます応援

したくなります」と満足そう。さらに、「一

関地域からの出演もあってうれしいです

ね」と合併後の一体感を感じていました。

　「2012ふじさわマーチング＆コンサー

ト」（藤沢マーチング協会主催）は11月11

日、藤沢町の藤沢体育館で開かれました。

　出演団体の父母や音楽関係者で組織

する同協会が主催したコンサートは、06

年に閉幕した「東北選抜マーチングフェ

スティバル」を継承したもので今年が６

回目。企画から運営まで全てが手づくり

です。

　午前10時に開演したコンサートには、

ふじっこエンジェル（藤沢町内幼稚園・

保育園5 歳児）、藤沢小学校マーチング

バンドクラブ、藤沢中学校吹奏楽部、千

厩中学校吹奏楽部、一関交響吹奏楽団

の5団体173人が出演。色鮮やかなコス

チュームで登場した出演者は、息のあっ

鮮やか、軽快、大迫力、感動のマーチング&コンサート

11.Nov 2012   
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